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33 増える医療・福祉産業        ２６年５月２２日掲載  

 

平成２２（２０１０）年国勢調査結果によると、本県の高齢化率は ２８％と全

国第４位で、さらに平成５２ (２０４０ )年までには３８％を超えることも予想さ

れます。  

こうした中、県内の医療機関や福祉施設 などの状況が気になるところです。  

平成２４（２０１２）年の「経済センサス‐活動調査」結果によると、医療機

関や福祉施設などの「医療、福祉産業」は、県内に４４６６事業所があり、８万

４１５９人が働き、うち女性が６万４４３８人を占めています。県内の全従業者

の７人に１人、女性の４人に１人が「医療、福祉産業」に従事しています。  

また、県内の事業所数と従業者数を平成 ２１（２００９）年と平成２４（２０

１２）年で比べてみると、本県の主要産業である「製造業」や「卸売業、小売業」

などで減少し、全産業では事業所が６ .９％、従業者が４ .８％減少する中、「医

療、福祉産業」は８ .２％、１３ .０％とともに増加し、雇用の重要な受け皿にな

っていることもわかります。  

経済センサスにより、このような事業所数や従業者数の推移など、県内経済の

基本的な構造や活動状況を明らかにすることができます。  

その調査結果は、行政機関の施策立案や、企業や研究機関の市場動向の把握等

の基礎資料としても広く活用されています。  

この７月には、事業所関係の統計調査の基礎的なデータを集める「経済センサ

ス‐基礎調査」が全国の約６３６万事業所、県内では約７万１０００事業所を対

象に実施されます。事業所の皆様、調査にご協力くださる ようお願いします。  

 


